
「わが社の周年事業・プロジェクトを広報会
議で取り上げてほしい!」という担当者の皆
さま、ぜひ情報をお寄せください。
kouhou@sendenkaigi.co.jp

を目的としたムービーを社内外に向けて
公開すると、大きな反響が。
「採用のエントリー数がかなり増えまし
た。パーパスが採用に効果的であること
や映像が持つ力について、知識としては
知っていましたが、想像以上の大きな反
響に驚いています。また、社内でも『パ
ーパスの世界観に共感できる』と好評で
す」（田中氏）。
　時を同じくして社内では組織開発や企
業文化の変革につながる「Myパーパス活
動」をスタート。この活動は社員一人ひ
とりが、パーパスと自分自身の志との重
なりを言語化した「Myパーパス」を策定
・共有するというもの。すでに全役員と
部課長、「アンバサダー（パーパス浸透を
担う次世代のリーダー格社員）」が策定を
終え、一般社員はアンバサダーのサポー
トのもと策定を進めている。
「プレゼンなどでMyパーパスを口にす
る社員がいたり、自分たちが実現したい
世界を具体的に考える社員が増えたりと、
変化の兆しを感じます」（田中氏）。

たという話も聞いています」と感慨深く
話すのは、ブランディングのリーダーを
務めた営業企画部の翁長千裕氏。
　広告には「そのITは、現場を変えてい
るか。」というコピーが添えられた。
「AIに任せる仕事もあれば、人間にしか
できない仕事もある、という思いを込め
ました。『自分の仕事を振り返るきっか
けとして刺さった』という声が届いたと
きは嬉しかったですね」（翁長氏）。

　2024年1月にパーパスへの理解と共感

Pick UP!

多くの学生の心をとらえた
パーパス紹介用ムービー

就職活動の様子から始まる動画は、社会
の中の「はたらく人」とJFEシステムズ
社員の双方を主人公に、お互いが同志の
関係であることを伝えるストーリー。
「当社の面接で志望動機にパーパス動画
を挙げる人や、『どのようにパーパスを
意識されていますか』と面接官が質問さ
れる場面もあったそうです」（田中氏）。

!

40周年施策の中心となったパーパス策定プロジ
ェクト「未来ソウゾウ会議」の様子などは随時社
内報で情報共有し、理解と浸透を促進。

（写真左から）総務部広報グループ長の田中恵
美氏と営業企画部の翁長千裕氏。

掲載地区にゆかりのある場所で撮影した交通広告の
「メイン広告」。その土地ならではの風景にパーパスの
ブランドコンセプトロゴを重ねた。

希望者制でパーパス策定（3人）とブラン
ディング推進（6人）のチームを組成。

JFEシステムズ
パーパス策定・

周年事業プロジェクト

6月
▶▶パーパス策定・周年事業プロジェクト
発足

2022年

6月
▶▶パーパス・バリュー・行動指針策定

9月
▶▶周年イヤースタート、周年サイト公開、
事業所・事業部ごとに周年パーティー
を順次開催

11月
▶▶全国紙にパーパス広告出稿

2023年

1月
▶▶パーパス・ムービー公開、全国鉄道
各社「車内ビジョン」広告掲載、
「Myパーパス」活動スタート

2～3月
▶▶パーパス駅広告出稿

6月以降
▶▶インターネットやSNS上での
採用向けパーパス広告を開始

2024年

JFEグループのコーポレート
カラーであるブルーを基調に、
「40」のゼロは、手書きのも
のをいくつも重ね、「社員一
人ひとりの個性を大切にし、
その集大成として今の40周
年を迎えたJFEシステムズが
ある」という思いを込めた。

周年サイトは、パーパスやブランドコンセプト「スマートフルIT」につながる同社のヒス
トリーを紐解く構成。

JFEシステムズ
1983年設立

川崎製鉄（現JFEスチール）のシステム部
門より分社し、「川鉄システム開発」を設立。
製造業をはじめ、金融、流通、通信などあ
らゆる分野に向けて、システムインテグレ
ーション、アウトソーシング、コンサルテ
ィング、ERPを中核とした複合ソリューシ
ョンの提供など、幅広いビジネスを展開。
連結従業員数は1864人（2024年3月現在）。

全社アンケート、各事業部・事業所の次
世代を担う中堅社員が参加するワークシ
ョップなどを通じ、半年かけて議論を重
ねた。社員が「自分ごと化」できるよう
に、その模様を社内報で3号にわたって
紹介した。
　そうして生まれたのが「はたらくをス
マートに。はたらく人にスマイルを。」と
いうパーパス。「スマートフルIT」とい
うブランドコンセプトや、同社の価値観
となる「S

シークス

CECS」と行動指針も策定。
「メンバーたちはパーパスを言語化する
過程で視座が広がり、『いろいろな視点
から物事を見られるようになり、自社の

強みや魅力を再確認できた』という声も
ありました」とプロジェクトリーダーを
務めた総務部広報グループ長の田中恵美
氏は語る。
　40周年イヤーの開始日にあたる2023
年9月1日には、周年サイト「Brand His
tory of 40th 1983‐2023 未来につなが
るご縁」を公開。また、全国紙や各事業
所・事業部の最寄駅への広告出稿では
「社員の記憶に残る、インパクトのある
ものにしたい」という思いから、その土
地ならではの風景にブランドコンセプト
のロゴを重ねた「メイン広告」と、さま
ざまな分野の “はたらく人” に光を当て
た「シリーズ広告」を掲出した。
「特にメイン広告は地方の事業所・事業
部も含めて全社で盛り上がれるように、
各地域の社員たちがいつも見ている風景
にロゴやパーパスを重ね、掲出場所も地
元の社員に相談しました。車通勤の社員
がわざわざ電車に乗って見に行ってくれ

JFEシステムズが設立40周年を迎えた。
　周年施策の目的は、パーパス、バリュ
ー、行動指針からなる企業理念の策定と、
パーパスを中核としたブランディング施
策の展開。パーパス策定では、「未来ソ
ウゾウ会議」と銘打った全社横断プロジ
ェクトを立ち上げた。

　プロジェクトでは自社役員や顧客、ビ
ジネスパートナーや関連企業など、幅広
いステークホルダーへのインタビューや

023年9月、製造業に強みを持つ
システムインテグレーターである2

パーパス・ムービーで好循環を創造

長寿企業の極意

周年イヤーの迎え方
社史や理念、事業の意義を見直す機会となる周年を
どのように迎えるか。長寿企業から学びます。119

40周年を機にパーパスなど企業理念を策定

採用エントリーが増加

半年かけてパーパスを策定
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